
2024.2.9.（金）

発表順 発表時間 科　　名 発表者

1 10:10~10:30  自 然 と 環 境 科    小林　薫

2 10:35~10:55  総 合 科 そ ら 組
見満　康有  　吉本　峰子

松尾　憲子　藤田　鉄夫

3 11:00~11:20  昆　　虫　　科 　西脇　保夫

4 11:25~11:45  自然観察・工作科   柴田　享子

5 11:50~12:10  植　　物　　科     西木　茂

12:10~13:00

6 13:10~13:30  自然観察・科学実験科 　目　俊文

7 13:35~13:55  野　　鳥　　科 　太田　英子

8 14:00~14:20  ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾃｰｼｮﾝ科
若尾　隆一、大東　齢子、

加藤　涼子、川口　隆二

9 14:25~14:45  自 然 と 文 化 科    大釈　金呉、田中　朱実

10 14:50~15:10  森と海の 自 然 科 　福嶋　昭治

11 15:15~15:35  森 林 文 化 科 　大賀　宗孝

12 15:40~16:00  水 生 生 物 科     池内　清　

2023年度　　研究活動発表会　　天王寺区民センター　　

「木でも草でもないタケ（竹）の不思議」

「六甲山系グリーンベルトの森つくり活動」

迷惑にならないための返上・・・について

「池田市・細河地区における昆虫相の調査と経年変化」

（2022年度調査活動の報告と10年前の調査からの変化を考察する）

「大阪周辺の河川の自然度」「水生生物科のメイン活動の生物調査の結果から、

指標生物を抜き出し河川の自然度を比較してみました」

「そら組は青春だ！」そら組の活動の一部を紹介します。

野草料理、宿泊研修、葛城古道……毎週とても楽しく活動しています

「河内平野のおいたち」縄文時代入り海であった河内平野が、淀川・旧大和川の堆

積物により平野となるまでの変遷を活動で訪れた地域と結びつけ報告

　服部緑地公園ラインセンサス調査　19年間の記録から

〝スズメは減ってきた？カラスは増えてきた？

テーマ

 　科学の不思議と面白さ

（科の紹介と一年間の歩み）

   自然観察・自然工作・社会貢献

「実施状況の報告」

　科の活動紹介と植生調査報告「西谷の魅力と危機」

科の活動実績の報告と宝塚西谷地区の植生調査の続編―この地区の魅力と 希少種の

絶滅危機

  　「川久保渓谷の植物たち」

定点観測地「川久保渓谷」の植生を過去の記録と比較してまとめ,報告する。

「竹やぶを広葉樹林に変えてきた。」

天王山放置竹林の広葉樹林転換活動を始めて９年。経過と現状,そして今後の展望

昼食・休憩


